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豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
の
等
価
交
換
に
つ
い
て

ノi、

仁1

持?

旧
制
の
帝
国
大
学
系
六
大

(
京
京
、
京
都
、
京
北
、
九
州
、
大
阪
、
名
古

屋
〉
、
開
立
六
医
科
大
宇
(
新
潟
、
千
葉
、
金
沢
、
岡
山
、
長
崎
・
熊
本
〉
、
東
京

工
業
大
学
及
び
神
戸
商
科
大
学
、
以
上
一
一
山
の
出
制
国
立
大
学
に
は
予
科
が
設
ほ

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

旧
制
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
こ
れ
ら
の
大
学
へ
進
学

す
る
の
が
原
別
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
旧
制
高
等
学
校
の
学
年
別
総
定
員
数
は
上

一
回
大
学
の
学
年
別
総
定
員
数
を
遥
か
に
下
ま
わ
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
旧

制
高
校
だ
け
で
は
定
員
割
れ
と
な
る
学
科
及
び
大
学
で
は
、
旧
制
専
門
学
校
か
ら

の
進
学
が
可
能
で
あ
っ
た
。

旧
制
高
校
の
数
は
、
国
立
二
五
、
公
立
五
(
総
民
地
ニ
〉
、
私
立
五
、
合

五
校
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
明
治
時
代
に
開
設
さ
れ
た
の
は
八
校
で
あ
り
、
所
謂

ナ
ン
バ
ー
ス
ク

i

ル
と
称
し
、
地
名
が
校
名
に
付
さ
れ
な
か
っ
た
。
大
正
七
年
末

(
一
九
一
八
)
に
大
学
令
、
が
発
布
さ
れ
て
か
ら
、
大
学
が
急
増
し
た
の
で
、
そ
れ

に
応
じ
て
大
正
八
年
か
ら
高
等
学
校
も
増
設
さ
れ
、
所
心
化
地
が
校
名
に
付
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

出
制
高
等
学
校
の
修
業
年
限
は
一
一
一
年
を
通
則
と
し
た
が
、
公
立
と
私
立
の
高
校

は
七
年
制
で
、
尋
常
刑
判
四
年
を
合
む
一
貫
教
育
方
特
徴
と
し
た
。
国
立
で
は
東
京

高
等
学
校
が
唯
一
の
七
年
制
高
位
で
あ
っ
た
。

刀
川
和
剖
年
度
の
学
制
改
革
に
と
も
な
っ
て
、

出
制
高
等
学
校
が
新
制
大
学
に

編
入
さ
れ
、
大
学
の
文
期
学
部
、
教
養
部
ま
た
は
救
護
学
部
に
転
換
し
た
。
経
過

階
段
と
し
て
、
昭
和

月
旧
制
高
等
学
校
一
年
修
了
者
は
新
制
大
学
へ
進

ニ
年
修
了
者
は
昭
和
二
四
年
度
の
…
一
一
年
生
と
し
て
巡
殺
し
、
昭
和
二

j長

月
の
卒
業
で
、
出
制
高
校
の
般
史
が
開
幕
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
一
九
年
三
八
八
六
)
帝
国
大
学
の
発
足
に
と
も
な
っ
て
、
川
氏
京
に
第
一
、

大
販
に
第
一
一
一
高
等
中
学
校
が
弦
間
切
し
、
常
国
大
学
へ
の
九
九
日
治
門
と
な
っ
た
。
翌
二

。
年
に
は
第
ニ
ハ
仙
台
〉
、
第
四
(
金
沢
)
、
第
五
(
熊
本
〉
高
等
中
学
校
が
増
設

さ
れ
た
。
第
…
高
等
中
学
校
は
、
明
治
七
年
間
設
の
京
京
英
語
学
校
か
ら
変
遣
し

た
の
で
あ
る
。

一
高
等
山
小
学
校
は
、
明
治
二
年
開
設
の
合
街
局
と
洋
学
校
を
合

併
し
て
明
治
四
年
に
成
立
さ
せ
た
大
坂
開
成
所
宏
そ
の
発
祥
と
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
第
一
高
等
中
学
校
よ
り
も
十
日
い
こ
と
に
な
る
。

明
治
ニ
二
年
八
月
に
第
三
高
等
中
学
校
は
大
阪
か
ら
京
都
へ
移
転
し
た
。
明
治

二
七
年
高
等
学
校
令
の
発
布
に
と
も
な
っ
て
、
五
つ
の
高
等
中
学
校
は
高
等
学
校

と
改
称
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
二
五
年
(

九
五
O
)
三
月
の
終
活
ぬ
ま
で
旧
制

高
校
五
十
六
年
の
殿
史
が
鍛
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
大
正
一

O
年
(
一
九
ニ

大
阪
高
等
学
校
が
天
王
寺
村
で
開
設
さ
れ
、
明
治
二
二
年
以
米
失
わ
れ
て
い
た
段

商
学
府
へ
の
弦
泡
門
が

ニ
年
ぶ
り
に
大
阪
に
復
活
し
た
。
さ
ら
に
七
年
制
の

府
立
浪
速
高
等
学
校
が
大
正
一
五
年
に
待
兼
山
で
発
足
し
た
。
設
訳
者
は

m
Aな
る

け
れ
ど
も
、
大
阪
で
は
、
二
つ
の
旧
制
高
等
学
校
を
擁
し
て
、
昭
和
則
を
迎
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

終
戦
後
の
学
制
改
革
で
、
新
制
中
学
校
は
昭
和
二
二
年
度
か
ら
、
新
制
高
等
学 \._ノ
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校
は
二
一
一
一
年
度
、
一
新
制
大
学
は
二
四
年
度
か
ら
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
旧
制

中
学
校
が
新
制
高
等
学
校
へ
転
換
す
る
の
は
容
易
で
あ
っ
た
が
、
旧
制
高
等
学
校

及
び
専
門
学
校
設
び
に
師
範
学
校
を
新
制
大
学
に
転
換
す
る
の
は
必
ず
し
も
容
易

で
土
工
ミ
つ
こ
。

吋
、
》V
ナ
J

，
刀
、
ァ

学
部
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
総
合
大
学
で
共
通
に
必
要
な
の
は
教
恭
一
課
程
で
あ
る
。

一
般
の
新
棋
大
学
で
は
、
師
範
学
校
か
ら
芥
絡
し
た
教
育
学
部
が
こ
れ
を
担
当
し
、

旧
制
高
等
学
校
か
ら
芥
絡
し
た
文
理
学
部
は
必
ず
し
も
担
当
し
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

し
か
る
に
旧
帝
大
系
の
新
制
大
学
で
は
、
出
制
高
等
学
校
か
ら
転
換
し
た

教
養
部
ま
た
は
教
養
学
部
が
、
こ
れ
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。

旧
帝
大
系
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
北
海
道
に
は
旧
制
高
等
学
校
が
存
従
せ
ず
、

そ
の
代
り
に
北
大
は
予
科
を
保
有
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
が
教
養
部
に
転
換
で
き

た
。
東
北
大
で
は
二
高
、
京
大
で
は
三
潟
、
名
大
で
は
八
高
、
九
大
で
は
福
岡
高

が
そ
れ
ぞ
れ
教
養
部
を
形
成
し
た
。

し
か
る
に
京
大
で
は
、

一
向
と
東
京
高
(
七

年
制
)
の
二
校
を
ほ
胎
と
し
て
教
養
学
部
が
形
成
さ
れ
た
。
阪
大
も
大
高
と
浪
商

(
七
年
制
)
止
を
そ
れ
ぞ
れ
南
校
と
北
校
と
に
し
て
、
教
養
部
に
充
当
し
た
。

出
制
二
高
校
を
教
養
課
程
に
投
入
で
き
た
の
は
京
大
と
抜
大
だ
け
で
あ
る
。
東

大
に
合
併
さ
れ
た
こ
高
校
は
共
に
悶
立
で
あ
る
か
ら
、
文
部
省
だ
け
で
解
決
で
き

w
-
守
道
、

ふ
れ
、
刀

の
大
高
は
良
い
と
し
て
も
、
決
高
は
府
立
で
あ
る
か
ら
、
厨
立
の
販

大
へ
移
管
す
る
に
は
、
問
は
波
高
と
等
価
交
換
し
う
る
代
償
を
府
へ
提
供
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

当
時
大
阪
市
が
、
旧
制
商
科
大
学
を
土
台
に
し
て
、
市
立
総
合
大
学
を
成
立
さ

せ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
っ
た
時
だ
け
に
、
財
政
的
に
寓
裕
な
大
阪
府
は
、
面
子
に

か
け
て
も
府
立
総
合
大
学
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
機
運
に
あ
っ
た
。

し
か
る
に

府
の
所
管
す
る
高
等
教
育
機
関
は
、
浪
十
回
向
、
女
専
、
投
専
及
び
一
一
一
工
専
(
化
学
、
68 

機
械
、
淀
川
)
で
あ
り
、
女
専
は
禁
男
の
閣
に
過
ぎ
ず
、
山
政
専
と

y c 
れ

ぞ
れ
決
学
校
と
工
業
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
た
の
で
、

キ
ャ
ン
パ
ス
を
提
供
し
う

る
の
は
い
ポ
高
だ
け
で
あ
っ
た
。

浪
商
は
丘
陵
地
に
あ
り
、
阪
大
へ
の
進
学
者
も
多
く
、

ま
た
浪
商
自
体
が
阪
大

へ
の
併
合
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
当
時
の
赤
間
文
一
一
一
知
事
は
堺
市

百
舌
烏
に
あ
る
国
立
大
阪
工
業
専
門
学
校
(
昭
和
一
四
年
開
設
〉
に
白
羽
の
欠
を

立
て
、
浪
商
と
交
換
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

大
工
専
は
府
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
抗
し
、
単
独
で
工
業
大
学
と
な
る
か
、
大

阪
市
へ
移
管
さ
れ
市
立
総
合
大
学
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
を
切
組
ん
だ
。

し
か
る
に
悶

も
市
も
こ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
、
府
の
誠
な
あ
る
説
得
に
よ
り
、
遂
に
大
工
専
は

府
へ
の
移
管
に
同
意
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て

阪
大
の

キ
ャ
ン
パ
ス
、
府
大
の
中
古
苦
烏
キ
ャ
ン
パ
ス
が
成
立
す
る
運
び
と

￡
っ
こ

0

4
/
ふ
/旧

制
大
阪
大
学
は
、
北
海
道
大
学
や
名
古
屋
大
学
と
同
じ
く
、
制
収
科
系
の
み
の

不
完
全
総
合
大
学
で
あ
っ
た
が
、

一
一
大
学
共
に
昭
和
二

年
度
の
後
期
か
ら
文

科
系
学
部
が
治
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
阪
大
で
は
、
聞
と
府
と
の
了
解
に

づ
い
て
、
取
り
あ
え
ず
、
半
分
が
空
家
と
な
っ
て
い
た
浪
商
尋
常
科
教
室
に
法
文

学
部
を
発
足
さ
せ
、
十
一
月
か
ら

m
m惜
し
た
。

昭
和
二
四
年
度
の
新
制
大
学
発
足
に
と
も
な
っ
て
、
浪
高
は
北
校
と
し
て
阪
大

教
護
部
一
学
年
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ま
だ
土
地
及
び
建
物
が
移
管
さ
れ

な
い
ま
ま
に
、
旧
制
浪
高
生
二
千
年
、
旧
制
阪
大
法
文
学
部
一
年
生
及
び
新
制
阪

大
教
養
部
一
年
制
が
浪
商
で
同
居
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
勿
論
掬
校
で
も
旧
制
大
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高
三
年
生
と
新
制
限
大
教
養
部
一
年
生
の
一
部
が
同
時
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
四
年
度
末
で
、
旧
制
決
高
三
年
生
は
、
そ
の
浪
速
の
名
と
共
に
、
待
兼

山
か
ら
消
え
去
る
運
命
に
あ
っ
た
。
し
か
る
に
新
制
府
立
総
合
大
学
に
そ
の
名
が

継
承
さ
れ
、
中
百
舌
烏
に
府
立
浪
速
大
学
が
誕
生
す
る
に
至
っ
た
。し
か
し
旧
制

大
工
専
の
二
年
及
び
一
一
一
年
生
が
な
お
在
籍
し
て
い
た
の
で
、
全
員
が
中
百
舌
応
か

ら
姿
を
消
す
の
は
、
昭
和
ニ
六
年
一
一
一
月
末
と
な
る
。
そ
れ
ま
で
二
年
間
も
移
管
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
府
立
浪
速
大
学
の
学
生
が
鎖
立

こ
問
時
比
日

t
c
{
 

り
を
し
、
間
立
大
阪
大
学
の
学
生
が
府
立
浪
商
で
居
候
を
す
る
と
い
う
変
則
な
運

W
Mが
二
年
間
も
続
い
た
わ
け
で
あ
る
。
晴
れ
て
山
訳
出Tキ
ャ
ン
パ
ス
、
が
国
有
に
、
中

百
舌
烏
キ
ャ
ン
パ
ス
、
が
府
に
問
附
属
し
た
の
は
、
附
和
二
六
年
度
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
一
一
六
年
二
月
二
八
日
提
出
の
大
阪
府
会
議
案
「
元
府
立
浪
速
高
等
学
校
と

国
立
大
阪
工
業
専
門
学
校
波
び
に
国
立
青
年
師
範
学
校
と
の
土
地
建
物
標
本
機
械

器
具
等
交
換
の
件
」
に
よ
れ
ば
、
等
価
交
換
の
金
額
は
約
二
一
、
四
六
六
万
円
で

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
阪
大
へ
移
管
さ
れ
た
浪
高
の
土
地
が
約
二
六
、

八
O
O

坪

ハ
約
八
、
四
O
O
万
円
〉
、
建
物
は
約
四
千
坪
(
約
一
一
、
二
O
O

万
河
)
、
そ
の

他
は
少
額
で
あ
っ
た
。
府
大
へ
移
管
さ
れ
た
大
工
専
の
土
地
が
約
四
万
坪
(
約
八
、

二
O
O
万
円
〉
、
建
物
は
約
七
、
一
一
一
O
O
坪
(
約
八
、
八
六
O
万
円
)
、
そ
の
他
が

一
一
、
六
五O
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

即
日
寸
側
交
換
と
は
い
え
、
当
時
の
評
価
で
は
、
土
地
が
安
く
、
建
物
が
高
か
っ
た
。

そ
の
後
土
地
が
暴
騰
し
た
の
で
、
赤
関
知
事
は
府
立
浪
速
大
学
の
開
設
に
有
利
な

取
引
を
し
た
と
考
え
る
。
そ
の
こ
O
年
前
に
柴
田
善
一
一
一
郎
知
事
が
大
阪
帝
国
大
学

創
設
の
た
め
府
立
大
阪
医
大
を
無
償
で
図
家
に
提
供
し
、
仕
度
金
ま
で
付
け
た
こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
若
干
の
不
利
は
あ
っ
て
も
、
現
在
の
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

け
る
発
肢
が
、
取
引
の
不
利
を
帳
消
し
に
し
た
と
い
え
よ
う
。

正誤表大阪大学五十年史通史

ては部既設の工学があるため下から 10行 11p.253 

(
み
た
に

→ては既設の工学部があるため

4233万余円→40233万余円上から 11行1=1p. 263 

ひ
ろ
や
す

なお，末尾執筆者の概に:)1:上氏，資料提供者の欄に古川要三郎氏

大
奴
大
学
名
誉
教
授
/

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
長
」

のお名前がもれておりましたのでお詑びして訂正いたします。
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